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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透磁率１．０以上１．２０以下でＳＵＳ３０３系統又はＳＵＳ３０４系統のステンレスで
ある帯状板の横断面の少なくとも一面を円弧の半径Ｒが５～２００ｍｍの凹面，凸面の内
一種若しくはそれらの複合面に形成することにより方位磁石に反発する特性を持たせた物
であって、人体に装着することにより人体組織に地球磁場にもとづく反磁力を生じさせる
ことを特徴とする身体装着用健康用品。
【請求項２】
前記帯状板は開口部を有する円形若しくは楕円形に形成したものである請求項１に記載の
身体装着用健康用品。
【請求項３】
前記帯状板は耳介を挟むＵ字形に形成したものである請求項１に記載のイヤリングである
身体装着用健康用品。
【請求項４】
前記帯状板はほぼ１巻または２巻の螺旋状で両端が対向しないようになしたものである請
求項１に記載の指輪である身体装着用健康用品。
【請求項５】
前記帯状板は１巻強の螺旋状で両端が対向しないようになしたものである請求項１に記載
のネックレスまたはブレスレットまたはアンクレットである身体装着用健康用品。
【請求項６】
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８乃至１２μｍの波長域の遠赤外線を放射する遠赤外線放射物質を帯状板に埋設または付
着させた請求項１乃至５の何れか１項に記載の身体装着用健康用品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は人体の筋肉を弛緩させ副交感神経を優位にして人体に適度の刺激を与えて健康
を増進する人体に装着する健康用品に関する。詳しくはイヤリング・指輪・ネックレス・
ブレスレット・アンクレットに係る。
【背景技術】
【０００２】
　東洋医学における呼吸器系、循環器系、消化器系、神経系等の疾患のさまざまな治療に
用いられる鍼灸治療のうち特にハリ治療では、当該器官の機能の鎮静、強壮および回復作
用を期待して用いられる場合が多い。その用いかたは種々異なる材料からなる針、または
症状により時としてイオン化傾向の違う異種金属を用いた針が、それぞれの器官に所属す
る所定の皮膚個所（経絡および経穴）で皮下針若しくは皮内針として用いられている。
　また、現代のハリ治療でも古来、経絡（微弱電流が身体の中を流れるときの道筋と考え
られる）や経穴（図１の●の位置、俗にツボ）を刺激することを目的としている場合が多
く、このことは針の挿入によって行うことができる。
【０００３】
　さらに、現代の電気バリの治療器では通常電流抵抗測定器が使用される。電気抵抗測定
器は身体が低電圧電流回路の一方の電極と接続され、点状電極がそれぞれの経穴に載置さ
れる。これにより電流が経穴を介して身体を通り他方の電極に流れる。そして電流計の振
れにより点状電極が実際に経穴に当たったか否か識別される。
【０００４】
　また、他の別の治療として遠赤外線による療法が行われている。遠中赤外線放射物質を
用いて遠中赤外線を人体に照射して健康増進させるペンダント・ブレスレット・指輪など
の装身具として特許文献１が知られている。このものは中赤外線を放射する物質としてア
ルミナ，セラミックス，シリカ等の物質の他特にホルンフエルスと称される鉱物を使用し
ており、このものを１μｍ～１００μｍの好ましくは３μｍ～５０μｍの粒体を熱硬化性
樹脂粉末と混合して１５０℃～１８０℃の温度で焼結硬化させペンダント，ブローチ，指
輪の形とした装身具或いは金属，プラスチック，セラミックス，陶土等に埋設、嵌合させ
たものが開示されている。
【０００５】
　さらに他の治療として経穴および経路に小さな磁石（例えば商標エレキバン）を貼るも
のがあるが磁力作用の弱いものは人体に対して特に問題はない。また、Ｎ極、Ｓ極どちら
か一方向だけが常に皮膚に接触させる磁石治療がある。
【０００６】
　磁石を装着した指輪，ブレスレット、ペンダント，ネックレス等の装身具としては特許
文献２が知られている。このものはフェライト磁石粉末をゴム状結合剤と混練したゴム磁
石，プラスチック磁石等を素材とする磁性材料を成形して芯材層をコード状とし、その上
に電磁波による障害を防止しうる電気磁気的作用を備えているトリマリンにて粉末層を形
成し、更にそのうえウレタン樹脂の保護被膜層で全体を被覆したものが開示されている。
【０００７】
　また、磁石を配設したブレスレットとして特許文献３が知られている。このものは金属
製のパイプを環状に形成し、そのリングの一か所に腕挿通用切れ目を有し、かつ上記リン
グ上の円周方向に沿ってスリットを設け、パイプの内周に所望間隔をもって磁石を配設し
たものである。
【特許文献１】特開２０００－２１２４４７号、〔０００５〕〔００１５〕〔００１６〕
【特許文献２】特開２００１－３１４２１３号、〔００１４〕〔００２０〕
【特許文献３】特開平８－３３５１１号、　請求項３、〔００４０〕
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ハリを経穴（ツボ）に刺して刺激を与える療法は古くから有効な治療であるとして広く
行われている。しかし、人体の経穴位置，経路を熟知した特殊な技能者である鍼灸師でな
いと治療を行うことができないという問題がある。また、東洋医学における耳経穴説によ
れば、通常は身体全体に分散している経穴のほとんどすべてが図１に示す耳のこの経穴に
表れるといわれ、そのため身体の経穴を刺激する代わりに、耳介に存在する経穴を刺激す
ることにより同じ効果が得られるといわれている。しかし、その道の専門家が行っても刺
激が強過ぎて気分が悪くなり余計に症状が重くなったなど刺激の量や質が問題になってい
る。
【０００９】
　また、電気バリを用いる治療においては作用時間が短い。従って経穴に影響を与えるた
めには比較的高い電流が必要なことであり、その場合経穴に存在する組織に痛みが生じる
。また、点状電極の特別な形態では、電極が比較的高い温度にもたらされる。これにより
電流刺激と同時にそれぞれの経穴が比較的長時間熱刺激される。しかし、この療法は特に
痛みを伴い不快なものである等の問題がある。
【００１０】
　特許文献１のものは、特殊な鉱物を使用しているため継続して低価格で入手するにはい
ろいろ問題が生じる。また、中赤外線を用いる効果は認められるもののその効用は中赤外
線の放射強度によって規定せられ、より効率的な効用を求めるには限界がある。
【００１１】
　さらに、磁石治療においては、小さな磁石に比べて、磁力線はおおむね強い場合が多く
、磁石や電磁場は身体に悪い影響を与える場合が多いといわれている。
　特許文献２のものは、トルマリンの有する電磁波による障害を防止する電気磁気的作用
に加えて、磁石による磁力で健康増進効果を図ったものであり、貴石のトルマリンと磁石
を用いるものであるので割高となる。
【００１２】
　特許文献３のものは、磁気による血行促進をうながし自律神経のバランスを良くするも
のであって、効果を増大させるには磁石を強力なものとする必要がありコスト高となると
ともにかえって悪い影響がでる恐れがある。
【００１３】
　地球は丸い磁石で、南極から北極に向かって磁力線が走り、その磁力は約０．３ガウス
で、その磁力が宇宙光線から地球上の生物の身を守っている。地球磁場の２～３割増し以
上の磁力と電磁場は人体には有害を通り越して非常に危険である。
　強い磁力は原理的には電流と磁力の違いで水の電気分解装置とほぼ同じ現象が起こるこ
とになる。つまり、水の電気分解装置は真中にある半透膜があり水に塩化ナトリウムを溶
解させ通電する装置であるが、血管やリンパ液の中には必須ミネラルがイオン化して流れ
ている。なお必須ミネラルは、ナトリウム・カルシウム・カリウム・鉄・銅・リン・マグ
ネシウム・ヨウ素・マンガン・セレン・亜鉛・クロム・モリブデンをいう。
【００１４】
　塩化ナトリウムに相当するのが血液中のさまざまなイオン化ミネラルで真中にある半透
膜が血管壁に相当する。磁力線がフレミングの右手の法則に従い血液中のイオン化ミネラ
ルをプラスイオンと反対側にマイナスイオンに偏在させることになる。よって、ナトリウ
ムイオン・カルシウムイオン・カリウムイオン・鉄イオンなどのプラスイオン（アルカリ
性金属）が手前に集まったとしたなら、そこの組織液を強アルカリに傾け、反対に塩素イ
オン、炭素水素イオン、硫化イオン、リン酸イオンなどマイナスイオンは反対側に集まり
、その場の組織を強酸性にする。共に細胞に大きなダメージを与え機能も偏在するという
問題がある。イオン化ミネラルが流れる人体においては磁力や電磁場の物理的作用は局所
的に水を電気分解する水の電気分解装置と考えられる。
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【００１５】
　つまり、０．３９ガウス以上の電磁場や磁場は磁力線が強過ぎて、血管から各種イオン
が漏出して細胞を栄養にしてる組織液を磁力線がアルカリ性と酸性に分けることになる。
血液よりはるかに組織液は恒常性が弱く約５分の１と言われており、その場の組織液はア
ルカリ性に傾きやすく、また反対側は酸性に傾くことになり、その場の細胞は恒常性を失
い活力を低下させるか、磁力線が強い時には局所の細胞や血液の細胞成分が死に至るとい
う問題をはらんでいる。磁力線が赤血球を傷つけ赤血球の寿命を縮めるため早めに肝臓・
胆嚢・脾臓などで分解され、これらの臓器にも負担がかかり、だんだんとそれらの臓器が
機能低下したり復元したりを幾度となく繰り返しながら機能が低下するという問題がある
。
【００１６】
　東洋医学で言われるところの虚実において、虚している場合（マイナス、あるいは低下
している状態）はＮ極を皮膚に接触させるエネルギーを与え、実している場合（プラス、
あるいは向上している状態）はＳ極を皮膚に接触させることによりエネルギーを抜き取り
体調の復元に寄与する。しかし、その時の刺激量（ガウス）が問題である。人類は地球磁
石の０．３ガウスの磁場に対応すべく進化してきたのであり１ガウス以上の磁力に対応で
きない。
【００１７】
　しかし、例外がある。それは、反磁力である。０．３ガウス以下の反磁力（後に説明す
る）でＳ極・Ｎ極が常に入れ替われば血管内でイオン化されたミネラルの分離を行い血液
の粘性を低下させることができる。また、血管内でイオン化ミネラルを適度に分離させる
。しかし、現実的には、そのようなことは、非常に高度な技術を必要とし、到底なし得な
いという問題があった。
【００１８】
　本発明は従来の技術におけるこのような問題点を解決するにあり、その目的とするとこ
ろは、東洋医学における耳経穴説及びツボを活用し、磁力を有する磁石ではなく、透磁率
１．２０以下の磁性体物質に反磁性をもたせる形状・状態とし、装着した人体組織に地球
磁場で反磁力を発生させ耳経穴付近或いはツボ付近にある於血の水分を循環させる。それ
に加えて遠赤外線放射物質を用いて、エネルギー源を自分の体温や外気温から遠赤外線に
変換輻射し、なお且つ遠赤外線の電磁波の周波数に共鳴する歯科用レジンや磁性体物質の
固有振動で筋肉のマイクロバイブレーションに共鳴と干渉を加え、筋肉を弛緩させ副交換
神経を優位に保ち器官の機能を素人でも容易に改善することのできる身体装着用健康用品
およびイヤリング・指輪・ネックレス・ブレスレット・アンクレットを提供しようとする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
上記目的を達成するために、請求項１に記載の身体装着用健康用品の発明は、透磁率１．
０以上１．２０以下でＳＵＳ３０３系統又はＳＵＳ３０４系統のステンレスである帯状板
の横断面の少なくとも一面を円弧の半径Ｒが５～２００ｍｍの凹面，凸面の内一種若しく
はそれらの複合面に形成することにより方位磁石に反発する特性を持たせた物であって、
人体に装着することにより人体組織に地球磁場にもとづく反磁力を生じさせるものである
。
　透磁率１．２０以下の磁性体物質に反磁性をもたせ、この健康用品を人体に装着するこ
とにより人体の地球磁場との相対位置を変えることで地球磁場にもとづき人体組織にＮ，
Ｓの極性が入れ替わる反磁力を発生させ、ツボ付近にある於血の水分を効率的に循環させ
、筋肉を弛緩させうる。
【００２０】
請求項２の身体装着用健康用品の発明は、前記帯状板は開口部を有する円形若しくは楕円
形に形成したものである請求項１に記載のものである。
【００２１】
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　透磁率１．２０以下の磁性体物質に反磁性をもたせ、この健康用品を人体に装着するこ
とにより人体の地球磁場との相対位置を変えることで地球磁場にもとづき人体組織にＮ，
Ｓの極性が入れ替わる反磁力を発生させ、ツボ付近にある於血の水分を効率的に循環させ
、筋肉を弛緩させうる。
【００２２】
請求項３の身体装着用健康用品の発明は、前記帯状板は耳介を挟むＵ字形に形成した請求
項１に記載のイヤリングである。
【００２３】
　イヤリングを具合の悪い部分に通じる耳介のツボに当接させ、ピンポイント的に作用し
て地球磁場にもとづきＮ，Ｓの極性が入れ替える反磁力で筋肉のネットワークを通して内
臓の筋肉疲労にまで働きかけることができる。副交感神経が多く存在し脳に近い耳のツボ
に装着することによって、地球磁場との位置関係で反磁力の極性が変わる作用でツボ付近
にある於血の水分を循環させ、血液のクライスターサイズを穏やかに細分化し刺激して活
性化することができる。
【００２４】
請求項４の身体装着用健康用品の発明は、前記帯状板はほぼ１巻または２巻の螺旋状で両
端が対向しないようになした請求項１に記載の指輪である。
【００２５】
　透磁率１．２０以下の磁性体物質によって反磁性を持たせ、指を通して人体組織に地球
磁場にもとづき人体組織にＮ，Ｓの極性が入れ替わる反磁力を発生させて於血の水分を循
環させ筋肉を弛緩させる。
【００２６】
請求項５の身体装着用健康用品の発明は、前記帯状板は１巻強の螺旋状で両端が対向しな
いようになした請求項１に記載のネックレスまたはブレスレットまたはアンクレットであ
る。
【００２７】
　磁性体物質に反磁性を持たせ地球磁場にもとづき人の姿勢に対応してＮ，Ｓの極性が入
れ替わる反磁力を発生させ、首，手首，足首等を通して人体組織に於血の水分を循環させ
筋肉を弛緩させる。
【００３２】
請求項６の身体装着用健康用品の発明は、８乃至１２μｍの波長域の遠赤外線を放射する
遠赤外線放射物質を帯状板に埋設または付着させたものである請求項１に記載のものであ
る。
　耳尖、神門のツボ、手・足首等のツボあるいは患部に８乃至１２μｍの遠赤外線が放射
され筋肉に効果的なマイクロバイブレーションを起こし刺激を与えるとともに磁性体物質
による反磁性で地球磁力にもとづき人体組織に姿勢に対応してＮ，Ｓの極性が変わる反磁
力を生じさせ、両者の相乗効果により於血の水分を循環させ精神の昂奮を抑え、安定化し
、リラックスさせる。
【発明の効果】
【００３５】
請求項の発明は以下の効果を奏する。請求項１乃至５の発明は、人体に装着する健康用品
として反磁性をもたせ地球磁場にもとづき人体の位置，姿勢が変化することでＮ，Ｓの極
性の変わる反磁力を増幅し、於血水分の循環をよくすることで血行の抵抗値が減り、脳の
活動を少なくして脳波のδ波およびθ波が多くなって精神的に安定しリラックス状態にす
る。
【００３６】
　東洋医学の経絡に従って、具合の悪い部分に通じるツボに装着し、まさにピンポイント
的に作用し筋肉のネットワークを通して内臓の筋肉疲労まで働きかけることができる。鍼
灸師のような専門家によってツボに正確に位置させない場合でも広い範囲に影響を与える
ので大きな効果が得られる。イヤリング，指輪，ネックレス，ブレスレット，アンクレッ
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トとして有効な健康用品である。
【００３８】
請求項６の発明は、遠赤外線物質と歯科用レジンを混合して磁性体物質に埋設・付着させ
たので筋肉のマイクロバイブレーションを起こさせ筋肉を弛緩し、また体液中の水クラス
ターサイズ（水分子をぶどうの房状を呈すること）を細分化して、於血の循環を良くする
。そして、磁性体物質の反磁性による水の反磁力の増幅と筋肉のマイクロバイブレーショ
ンの相乗効果により一層の精神の安定化リラックス化に寄与する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　ＳＵＳ３０３、または３０４のステンレス帯状板を横断面が円弧または少なくとも一面
に円弧，波形（凹凸を含む）を付して所定の健康用品形状に形成したものを望ましくはピ
カピカに磨き一か所以上に遠赤外線放射物質を歯科用レンジと混合して埋設したものであ
る。
【実施例１】
【００４２】
　本発明のイヤリングを装着する耳の東洋医学上の経穴（ツボ）について図１に示すよう
に耳介（耳殻）１の表側上部に耳尖のツボ（イ）、その真下耳穴との中間部に神門のツボ
（ロ）、神門と耳穴のほぼ中間に脾のツボ（ハ）より離れて後側に心のツボ（ニ）、耳穴
付近に集まって胃のツボ（ホ）、食通のツボ（ヘ）、肝のツボ（ト）、噴門のツボ（チ）
、耳穴の下位置に肺のツボ（リ）、更にその下位置に飢点のツボ（ヌ）、内分泌のツボ（
ル）、更に下位置に目のツボ（オ）が存在している。
【００４３】
　本発明のイヤリング２は、耳介の裏側から表側の経穴の耳尖（イ）と神門（ロ）に接触
する帯状板の磁性体物質でなる図２のＵ字形の形状をなすものである。磁性体物質とは鉄
等を吸引する強さの磁力を保磁する磁石でなく、透磁率１．２０以下を有する材料である
。なお、透過率が１．０に近いと磁石に吸引されない非磁性体となる。従って磁性体物質
は透磁率１．０より大きいものである。
【００４４】
　通常は銹防止にＣｒ、Ｎｉ等の合金とされ磁石に吸引されるステンレスの類である。即
ち、ＳＵＳ３０３系統、ＳＵＳ３０４系統、ＳＵＳ３１６である〔図８参照〕。オーステ
ナイト系ではＦｅは５０％～８０％であり、マルテンサイト系ではＦｅは８０％～８８％
である。従って、鉄分は重量％で５０％～８０％が望ましい。簡単に言えば鉄分は単に磁
石に吸引される程度で且つ合金として銹ない範囲と言える。
　そして磁性体物質は少なくとも皮膚に触れる側の表面を磨き、金属光沢が出るようにピ
カピカにすることが望ましい。しかし必ずしもピカピカに磨かなくても反磁性は出るが、
磨いたほうが反磁性が大きく出る。
【００４５】
　図２において、望ましい形態としてＵ字形（音叉に類似）をなすイヤリング２は、耳介
１の裏側に接触する辺２ｂが耳介１の付け根に達する長さを有し、耳介１の表側に接触す
る辺２ａは耳尖イを経て神門ロに達する長さを有する。それぞれの先端は球体２ｃ，２ｄ
を取り付けてファッション性を図っている。そして表側となる辺２ａは耳尖イを経て神門
ロに達するように、裏側の辺２ｂに対して左耳用は、右にひねられた形（図２ａ）を有し
、右耳用は左にひねられた形を有する。このため耳に装着した時安定する。表側となる辺
２ａの先端球体２ｃと裏側の辺２ｂの先端球体２ｄによって耳介を挟むよう装着すること
ができる。なお、必ずしもこの長さ形にこだわるものではない。ツボの位置を通ることが
望ましく、この状態は効果が増大する。
【００４６】
　本発明の要点は、イヤリング２の帯状体の各辺の少なくとも一辺に円弧または波形を形
成するか横断面が円弧に形成されていることであり、この円弧Ｒは反磁性を持たせるのに
重要なものである。実施例では図２ｃ，図２ｄに示すように外方に凹円弧に形成されてい
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る。
　なお、面に山形、山形の連続を形成することも考えられるが先端が鋭利である場合は実
用上怪我の恐れがあり頂部は丸味を形成することになるので、この場合も実質円弧または
波形に含まれる。
【００４７】
　この円弧によって反磁性を持つことになる。ほぼ平面では反磁性が生じないか或いは小
さい。反磁性については改めて後述する。反磁性の有無は、方位磁石を反発するか、しな
いかによって確認することができ方位磁石の反発が大きいほど反磁力は大きいことがわか
る。なお、人体接触面が凸円弧または凹円弧に形成しても良いが、耳介１に装着するとき
側縁の角で痛みを感じるので凹円弧は好ましい形状とは言えない。
【００４８】
　この凸円弧の半径Ｒの曲率はあまり小さいと平面と変わらなくなり反磁性がなくなる。
そして、Ｕ字形に曲げる工作時に円弧がつぶれるなどの支障をきたさない曲率とする必要
から下限値が決定される。また、上限値は反磁性を消失しない値が必要であり２００ｍｍ
で反磁性が極めて小さくなる。従ってＲ＝５～２００ｍｍが望ましい。さらに、横断面ま
たは一面を一個の円弧でなく数列の円弧に形成することも自由であり、この場合の円弧の
Ｒの下限値は１．５ｍｍ迄拡張することができる。或いは、横断面または皮膚に対す面が
波形であってもよく、凹面，凸面或いはそれらの複合面であっても良い。また、どこか一
面或いはコーナ部に所定の大きさの円弧があれば反磁性は現れる。
【００４９】
　さらに、イヤリング２の表側となる辺２ａには、耳介装着時に耳尖イと神門ロに対応す
る位置２ｅ，２ｆに遠赤外線放射物質Ｍ、例えばトルマリン（ブラジル・インド・中国・
アフリカなどで産出され装飾用の宝石として利用），シリコン，シリカ，アルミナ，ポー
セレン，セラミックス，炭素等、或いは特許第２８５９８３２号の図９に示す８乃至１２
μｍの波長域を多量に放射する遠赤外線放射物質の海藻灰を歯科用のレジンの粉末と等量
混合したものを埋設、或いは付着・塗布等の手段で固着させる。また、裏側となる辺２ｂ
にも耳介１と接触する先端部位置２ｇに同様に遠赤外線放射物質Ｍを埋設または付着・塗
布させてある。遠赤外線放射物質Ｍの個数は必要により適宜増減するものである。
【００５０】
　これら遠赤外線放射物質から発生される遠赤外線の波長は８μｍ乃至１２μｍ波長域を
育成光線と呼んで最も浸透し易く望ましい波長である。上記物質の内から選択することに
より放射される遠赤外線の刺激率を変えることができる。さらに、この物質の固着場所の
配置を変更増加することにより、遠赤外線を幅広く放射することができて耳介１を広範囲
に穏やかに暖めることが可能である。さらに、遠赤外線放射物質を含めて磁性体物質を抗
菌性を有するフッ素樹脂で被覆させるものである。このようにすると雑菌が付着せず衛生
的である。
【００５１】
　なお、反磁性については東京大学の北澤研究室の磁気科学グループのホームページ
〔http：//www.chem.t.u-tokyo.ac.jp/appchem/labs/kitazawa/magnet/Last Update:01/0
6/2001〕に「磁石というと『物を引き付ける』と思われがちであるが、実際には多くの物
質が磁石に『反発する』性質「反磁性」を持っている。例えば体の有機物や水は磁石に対
して反発する、この反発する力は大変に弱い」と報告されている。
【００５２】
　また、東北大学金属材料研究所の本河光博教授ホームページ
〔http：//www.bureau.tohoku.ac.jp/manabi/manabi13/mm13-2.html 〕には、非磁性の物
質が持つ反磁性について「ほんのわずかですが、水にも磁石の力が働く、しかもそれは磁
石に対して反発する力である。水だけでなく、ガラスやプラスチック或いはセラミックス
や木のようなものでされ、一般に非磁性と思われている物質すべてにこの力は働きます」
と報告されている。通常、反磁力の大きさは地球磁気の１／５０～１／１００程度である
。
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【００５３】
　このように構成したイヤリング１を右耳介または及び左耳介に上方より逆Ｕ字にして装
着することにより、表側になる辺１ａに先端部の遠赤外線放射物質Ｍの位置２ｆが神門ロ
位置に、また放射物質Ｍの位置２ｅが耳尖イ位置に接触する。裏側になる辺１ｂは耳介１
の付け根に沿ってほぼ全面的に接触し２ｇの遠赤外線放射物質Ｍが耳介１に接触する。
【００５４】
　この装着によってイヤリング１は耳介の神門ロに一端を当て、他端が耳殻を挟んで対峙
しており、前端部から途中にある耳介組織を通って裏側の端部へと遠赤外線による筋肉の
マイクロバイブレーション（後述する）に伝達される。そしてイヤリング２はＵ字の音叉
状に形成されているので共鳴効果が生じる。遠赤外線放射物質Ｍから放射される８μｍ乃
至１２μｍの遠赤外線に共鳴した歯科用レンジの振動が筋肉のマイクロバイブレーション
に伝達される。
【００５５】
　本発明のイヤリングは電気バリのように経路での電極の短時間の押圧により経穴を刺激
するのではなく、遠赤外線放射物質が当接する耳介の経穴に穏やかな刺激が皮膚を通して
与えられる。常時イヤリングを装着することにより任意の長時間にわたり遠赤外線が経穴
を刺激するものである。それに加えて電磁波共鳴物質である歯科用レンジや磁性体物質と
の接触部分が筋肉のマイクロバイブレーションに共鳴と干渉を与え筋肉を弛緩し、その結
果副交感神経を優位することが出来る。
【００５６】
　耳介は薄いため血行不順に陥りやすい組織であり、低体温に陥りやすい。そこで、遠赤
外線により内部より暖め、イヤリングの装着により誘起されるマイクロバイブレーション
を印加することにより接触個所に伝達され筋肉を弛緩し、反磁力により対流を起こさせて
体液循環を改善させることで経絡の改善に寄与する。
【００５７】
　我々の身体の大部分は水で、その水も反磁性体であり、血液に含まれている水と同じ反
磁性を持たせ、地球磁場との位置関係により極性が変わる反磁力の作用により血液に穏や
かに働きかける。反磁性をもつイヤリングは水がＮ極に帯磁している時には反磁性をもつ
イヤリングも地球磁場の約１／５０～１／１００でＮ極に帯磁し、水分をその穏やかな反
磁力で押して循環し体液循環を促進することになり、於血の循環を行うことができる。
【００５８】
　地球は北にＳ極、南にＮ極があり、イヤリングが反磁性体でなければ、南北の方向にお
くと北側にはＮ極が、南側にはＳ極が自然に発生することになる。しかし、反磁性をもつ
イヤリングには北にはＳ極、南にはＮ極が発生し地球と同じ磁極を発生する。このため徐
々に反磁性をもつイヤリングの向きを変えるにつれて反磁力が弱まっていき東西にイヤリ
ングが来ると、磁場は消失することになり、反磁力が０になるところは１点で、Ｎ・Ｓ極
の交代が起こる。
【００５９】
　つまり、最高で０．３ガウス、最低で限りなく０に近づき地磁気だけになったと同時に
Ｎ・Ｓ極が逆転することになる。この範囲の磁場は血管内でイオン化ミネラルをフレミン
グの右手の法則により分離する。この微弱な反磁力ではイオンを血管内より外に出すこと
はなく、毛細血管で＋，－に分ける。この自然が生み出した反磁力作用によりイオンの偏
りがない血液でなお且つ、血液により多くのイオンが溶け込むことになり血液は滑らかに
流れる。
【００６０】
　ここでマイクロバイブレーションとは、鳥取大学の知能情報工学科の徳田豊氏ほかの研
究報告第２８巻の第２５頁～第３２頁「ストレス負荷時における生体マイクロバイブレー
ションの解析」に解説されている。
　即ち、「マイクロバイブレーションはオーストリアの心理学者Rohracher によって発見
され身体表面の微細振動であり、身体を固定しても現れる振動で、その大きさは１／１０
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の影響を受けており身体上のどの部位でも観測できる。
【００６１】
　そしてこの分析は主に周波数分析が用いられており、脳波領域で使用されているθ波，
α波，β波の周波数領域での相対割合で評価することが一般的であった」との記述により
理解することができる。身体表面の８μｍ乃至１２μｍのマイクロバイブレーションの電
磁波に共鳴する素材、例えば歯科用レジンや磁性体物質を用いたイヤリングによりマイク
ロバイブレーションが増幅され、耳介に存在する筋経路や経穴が刺激される。
【００６２】
　次に本発明のイヤリング装着の効果を確認する試験をした。イヤリング無装着（コント
ロール）の場合に対して、イヤリングを両耳の耳介に前述のように耳尖イと神門ロに遠赤
外線物質が接触するようにし、遠赤外線物質のあるもの、ないもの、反磁性の有するもの
、ないものの５種類、即ち、
（Ａ）無装着（コントロール）
（Ｂ）遠赤外線放射物質有り反磁性の無しのもの（磁性体物質でなく素材は真鍮）
（Ｃ）遠赤外線放射物質無く反磁性の有るもの（磁性体物質は面がＲ６ｍｍの円弧，表面
金属光沢有り，方位磁石を反発）
（Ｄ）遠赤外線放射物質も反磁性無いもの（磁性体物質でなく素材は真鍮）
（Ｅ）遠赤外線も反磁力も有るもの（遠赤外線放射物質埋設、磁性体物質は面がＲ６ｍｍ
の円弧、表面金属光沢有り，方位磁石を反発）
　この試験に使用した磁性体物質は、ＳＵＳ３０４（オーステナイト系ステンレス）であ
る。また遠赤外線放射物質は特許第２８５９８３２号の図９に示す遠赤外線放射特性を有
する海藻灰を歯科用レジンの粉末に重量で５０％混合したものを埋設した。
【００６３】
　なお、このＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５種の分類は実施例２以下も同じである。
　このＢ・Ｃ・Ｄ・Ｅのイヤリングを両耳に装着して前頭葉・左側頭葉・右側頭葉・後頭
葉の４個所で脳波の測定を行い、全て二重盲験法により検索した。実験条件として安静で
聴覚制限（耳栓）と視覚制限（目隠し）を行い、北向きで手をたれて腰掛けた姿勢（以下
同じ）をとった。測定機器は日本光電社製『多用途監視装置』を用いた。
【００６４】
　１０人に装着し１０分後の測定結果の平均値を表１に示す。
【００６５】
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【表１】

【００６６】
　この表１において、δ波，θ波，α１波が多い状態が脳の安定したリラックス状態であ
り、α２波、β１波、β２波の発生が多い状態は昂奮状態である（以下同じ）。δ波，θ
波，α１波，α２波、β１波、β２波それぞれの％を合算すると１００となる。即ち、各
％は発生の割合を示している。
【００６７】
　δ波は、イヤリング無装着時表１－Ａでは約１１、０～１１．９％であるに対し、遠赤
外線と反磁力無の表１－Ｄでは１１．２～１１．７％と変化が認められない。遠赤外線有
り反磁力無の表１－Ｂでは２０．０％～２０．７％、遠赤外線無、反磁力有りの表１－Ｃ
では１９．２～１９．６％で倍近く増加している。遠赤外線有り、反磁力有りの表１－Ｅ
では２９．７～３０．８％と約３倍近く増加し、安定度を増し遠赤外線と反磁力の相乗効
果が現れている。δ波に関しては大いに改善効果があった。
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【００６８】
　θ波は、表１－Ａでは２８．８～２９．８％であるに対し、表１－Ｄでは２４．９～２
５．５％とむしろ低下し安定状態をくずす方向に作用している。表１－Ｂでは２９．６～
３０．８％と変化が認められない誤差範囲。表１－Ｃでは２５．３～２５．６％と逆に減
少している。表１－Ｅでは３０．４～３１．６％と殆ど変化が認められない。θ波に関し
ては効果はなかった。
【００６９】
　α１波は、表１－Ａでは１６．１～１６．６％であるに対し、表１－Ｄでは１６．０～
１７．９％変化なし、表１－Ｂでは１６．３～１６．５％、表１－Ｃでは１６．０～１６
．７％で誤差範囲にある。表１－Ｅにおいて１７．５～１７．８％と僅かに増加が認めら
れる程度で特に改善されたとは言えない値である。α１波に関しても効果はなかった。
【００７０】
　α２波は、表１－Ａでは１６．０～１６．９％であるに対し、表１－Ｄでは１８．１～
１８．６％と僅かに増加し安定状態が崩れかけている。表１－Ｂでは１３．０～１３．８
％、表１－Ｃでは１４．３～１４．９％と減少が認められ、リラックス傾向にある。表１
－Ｅでは１１．５～１１．８％と大きく減少しており相当に改善され遠赤外線と反磁力の
相乗効果が認められる。α２波に関しては改善効果があった。
【００７１】
　β１波は、表１－Ａでは１５．５％であるに対し、表１－Ｄでは１８．２～１８．７％
と僅かに増加が認められ、安定状態が崩れかけている。表１－Ｂでは１１．０～１１．９
％と減少し安定状態方向を示している。表１－Ｃでは１４．４～１４．５％と誤差範囲で
ある。表１－Ｅでは４．８～５．６％と約１／３に減少し、大幅な改善で遠赤外線と反磁
力の相乗効果を認めることができる。β１波に関しては改善効果があった。
【００７２】
　β２波は、表１－Ａでは１０．４～１０．６％であるに対し、表１－Ｄでは８．０～１
１．２％と同じ値と言える。表１－Ｂでは７．４～７．９％と幾分減少し改善され安定化
が認められる。表１－Ｃでは９．３～１０．３％と同じ値と言える。表１－Ｅでは３．６
～４．３％と半分以下に減少し大幅な改善が認められる。β２波に関しては改善の効果が
あった。
【００７３】
　この総合結果によれば遠赤外線放射物質、反磁性もないイヤリングは装着することはむ
しろ有害といえる。遠赤外線放射物質または反磁性のあるイヤリングはδ波で２倍増加が
認めれ安定化に寄与する。遠赤外線放射物質及び反磁性のあるイヤリングはδ波で３倍顕
著な増加に加えてα２，β１，β２も半分程度に減少しており相乗効果によって極めて大
きな改善が認められた。
【００７４】
　次に本発明のイヤリングを前述のように両耳に装着して１０分後に日本光電社製の『多
用途監視装置』を用いて筋肉のマイクロバイブレーションの推移を二重盲験法で右拇指丘
にて振動数を測定した。ヘルツ数が少ないほど筋肉は弛緩していることを示すものである
。
【００７５】
　１０人に装着し右拇指丘での測定結果は殆ど同じであるその代表的値を示す表２におい
て、無装着の表２－Ａの１０．１ヘルツに対し、遠赤外線放射物質、反磁性無の表２－Ｄ
では１０．０ヘルツで変化はない。遠赤外線放射物質有り、反磁性無の表２－Ｂでは７．
７ヘルツ、遠赤外線放射物質無、反磁性有りの表２－Ｃでは８．６ヘルツと減少しており
筋肉は弛緩傾向にある。遠赤外線放射物質有り、反磁性有りの表２－Ｅでは４．７ヘルツ
と半分に減少して遠赤外線と反磁力の相乗効果が現れている。
【００７６】
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【表２】

【００７７】
　同じく左拇指丘での測定結果は殆ど同じあるのでその代表的値を示す表３において、表
３－Ａの９．９ヘルツに対し、表３－Ｄでは９．９ヘルツで変化はない。表３－Ｂでは７
．４ヘルツ、表３－Ｃでは８．２ヘルツで改善されている。表３－Ｅでは４．６ヘルツで
半分の値となって大いに改善されている。
【００７８】
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【表３】

【００７９】
　これらの結果から遠赤外線放射物質、反磁性もないイヤリングは筋肉のマイクロバイブ
レーションの周波数の変化が認められない。遠赤外線物質または反磁性を有するイヤリン
グはマイクロバイブレーション周波数が約２割程度低くなり改善は認められる。遠赤外線
放射物質、反磁性ともに有するイヤリングは筋肉マイクロバイブレーション周波数は、半
分の値となり筋肉が十分に弛緩した状態となることが確認できた。
【００８０】
　次に本発明の遠赤外線放射物質を埋設し、反磁性を有するイヤリングを神門と耳尖に接
触するように１０人の両耳に装着しパラマ・テック社製『脳波・コロトコフ音記録計ＧＰ
・３０３』を用いた血圧測定した。正常値はＳＹＳＴＯＬＩＣ（最高血圧）が１２０ｍｍ
Ｈｇ、ＤＩＡＳＴＯＬＩＣ（最低血圧）が８０ｍｍＨｇ、ＭＥＡＮＰＲＥＳＳは平均血圧
を示し正常値は７４～１０６ｍｍＨｇ、ＰＵＬＳＥ／ＭＩＮは一分間の脈拍数を示し正常
値は７０～８０回／分。ＴＰ－ＫＳ（ＭＳＥＣ）は動脈硬化の指数を示し正常値は７０～
１９０ｍｓｅｃ。ＰＲＰは心筋負荷指数を示し正常値は７０００／１２．０００ｍｍＨｇ
／ｍｉｎである。
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【００８１】
　その装着３分後１０人の血圧等を計測した結果の血行動態パラメータは大差が生じない
ので、その代表的値（表右側）を無装着（表左側）と対比した結果を表４に示した。ＳＹ
ＳＴＯＬＩＣが１４８ｍｍＨｇから１４２ｍｍＨｇに下がり、ＤＩＡＳＴＯＬＩＣが６４
ｍｍＨｇから７４ｍｍＨｇに上がり、ＰＵＬＳＥ／ＭＩＮの８６が８５へと変化なし、Ｔ
Ｐ－ＫＳ（ＭＳＥＣ）が１２６から１１４へ正常値、ＰＲＰが１１５７３から１２０７０
へ正常値の範囲である。変動幅は縮小され心臓雑音が消去して恒常性の維持力が確認され
た。
【００８２】
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【表４】

【実施例２】
【００８３】
　本発明の指輪を示す図３にもとづき説明する。
　素材１１の磁性体物質および遠赤外線放射物質は実施例１と同じ素材物質である。形状
は通常の指輪のように完全な輪ではなく開口部を有する。指輪の直径は普通の人で親指か
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から小指までの挿着を考えると約１３ｍｍ乃至２５ｍｍの間である。断面矩形で円弧をな
す帯状板を螺旋状のほぼ１巻（１巻弱）（図３）に形成し、両端１１ａ，１１ｂを対向し
ないように軸方向に互いに反対側にひねって段差を有する形とした。内方、外方の何れか
に凹円弧をなすもので、皮膚に触れる側が凸をなす円弧が望ましい。この円弧は磁性体に
反磁性をもたせる重要なものである。また、両端が対向しないように段差を設けることに
よって両端が対向するものより反磁性が大きくなる。
【００８４】
　この円弧の半径は５ｍｍ～２００ｍｍが望ましいが、しかしこれ以上大きなＲとなると
平面に近くなり反磁性が極めて小さくなる。小さいＲは指輪成形時につぶれない程度であ
る。また反磁性を大きくするために表面を磨いて金属光沢がでるようにピカピカにするの
で、その時にＲがつぶれないことが必要である。全円周にほぼ等分に穿設した複数個の穴
に実施例１と同じ遠赤外線放射物質１２と歯科用レジン混合物が少なくとも内側に露出す
るように埋設または付着されている。
【００８５】
　また、連続して埋設付着させてもよい。そして必要により抗菌性を有するフッ素樹脂で
全体を被覆するものである。なお、他の同等の樹脂を用いてもよい。なお、内側・外面の
一部が凹円弧に形成されるものであってもよい。また、凹円弧は横断面で複数個並列して
波状をする形状をなすものでもよい。どこかの面に相当の大きさの円弧があれば反磁性は
でる。この場合、各円弧の半径は小さい方向に拡張され１．５ｍｍ～２００ｍｍである。
　
【００８６】
　このように構成した直径１３乃至２０ｍｍの指輪を左右面手の全指に、
（Ａ）装着しなかった場合
（Ｂ）遠赤外線物質有り，反磁性無の指輪を装着
（Ｃ）遠赤外線物質無，反磁性有りの指輪を装着（面がＲ１００ｍｍ）
（Ｄ）遠赤外線物質無，反磁性無の指輪を装着
（Ｅ）遠赤外線物質有り，反磁性有りの指輪を装着（面がＲ１００ｍｍ）
　実施例１と同じ実験条件で１０人に実験し、同じ計測位置で同じ測定器を用いて１０分
後の脳波の測定結果の平均値を表５に示す。
【００８７】
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【表５】

【００８８】
　δ波は表５－Ａでは１１．０～１１．６％であるに対し、表５－Ｄでは１１．２～１２
．０％と変化はない。表５－Ｂでは２０．０～２０．８％と約倍増しより安定状態となる
。表５－Ｃでは１７．２～１７．６％で表５－Ｂ程の増加は認められなかったが安定化傾
向となる。表５－Ｅでは２７．０～２７．９％と２．５倍増しで非常に安定したリラック
ス状態となり遠赤外線と反磁力の相乗効果が顕著である。δ波の改善は顕著である。
【００８９】
　θ波は、表５－Ａでは２４．９～２６．０％であるに対し、表５－Ｄでは２４．５～２
４．９％と誤差範囲である。表５－Ｂでは２５．６～２６．０％で僅かの増加が認められ
る程度。表５－Ｃでは２４．８～２５．１％と変化はない。表５－Ｅでは３０．１～３１
．６％と確実に増加することが認められた。θ波の改善は遠赤外線と反磁力の両方による
効果が認められる。
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【００９０】
　α１波は、表５－Ａでは１６．０～１６．９％であるに対し、表５－Ｄでは１７．２～
１８．０％と微増、表５－Ｂでは１７．６～１８．０％と微増、表５－Ｃでは１７．８～
１８．１％と微増、表５－Ｅにおいて１９．２～２１．１％と遠赤外線と反磁力との相互
効果による増加が認められる。
【００９１】
　α２波は、表５－Ａでは１７．６～１８．８％であるに対し、表５－Ｄでは１８．１～
１８．６％と変化なし、表５－Ｂでは１５．５～１６．６％と微減で昂奮状態をゆるめる
傾向にある。表５－Ｃでは１７．０～１７．６％と微減、表５－Ｅでは１１．８～１２．
２％と相乗効果により昂奮状態を確実に落ち着かせる。α２波に関しては効果は認められ
る。
【００９２】
　β１波は、表５－Ａでは１８．０～１８．１％であるに対し、表５－Ｄでは１７．２～
１７．５％と誤差範囲である。表５－Ｂでは１２．０～１２．６％と１／３の改善が認め
られる。表５－Ｃでは１４．２～１４．５％と減少が認められる。表５－Ｅでは６．０～
６．７％と約２／３の改善が認められ相乗効果は顕著であり昂奮状態は極度に低下してい
る。β１波に関しては効果は認められる。
【００９３】
　β２波は、表５－Ａでは１０．２～１０．５％であるに対し、表５－Ｄでは９．２～１
１．０％と同程度、表５－Ｂでは７．０～７．７％と減少し、表５－Ｃでは７．５～８．
２％と減少が認められた。表５－Ｅでは３．２～３．６％と約１／３に大幅に減少したβ
２波に関しては大きな効果が認められる。
【００９４】
　この発明の遠赤外線放射物質有り，反磁性有りの指輪を全指に装着することにより、遠
赤外線と反磁力との相乗効果で精神は安定してリラックスする。反磁力又は遠赤外線のみ
の場合も効果は認められるが、遠赤外線のみの方が有効である。
【００９５】
　指輪を左右全指に装着して実施例１の実験条件、測定方法により筋肉のマイクロバイブ
レーションの推移を計測した右手の母指丘に１０人の計測した結果は殆ど同じであるので
、その代表的値を表６に示す。
【００９６】
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【表６】

【００９７】
　表６－Ａでは１０．１ヘルツであるに対し、表６－Ｄは１０．１ヘルツで変化なし、表
６－Ｂでは７．７５ヘルツ、表６－Ｃでは８．６ヘルツと改善がみられる。表６－Ｅでは
４．８ヘルツで遠赤外線と反磁力の相乗効果により半分以下と大幅な改善が認められる。
【００９８】
　また同じく左手の母指丘にて１０人の計測した結果は殆ど同じであるのでその代表的値
を表７に示す。
【００９９】
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【表７】

【０１００】
　表７－Ａでは１０．０ヘルツであるに対し、表７－Ｄは１０．０ヘルツと変化なし、表
７－Ｂでは７．７ヘルツ、表７－Ｃでは８．５ヘルツと改善された。表７－Ｅでは４．９
ヘルツと遠赤外線と反磁力の相乗効果により半分以下と大幅な改善が認められる。筋肉の
マイクロバイブレーションの振動数は遠赤外線，反磁力の相乗効果で大幅な改善で筋肉の
弛緩に大きな効果が認められた。遠赤外線または反磁力のみも効果は少ないが認められる
。反磁力により遠赤外線の方が多少効率が良い。
【０１０１】
　次に左・右の全指に遠赤外線放射物質，反磁性を有する本発明の指輪を装着して実施例
１と同様に安静状態にして３分後の１０人の血圧等を計測した結果の血行動態パラメータ
は大差がないのでその代表的値（表右側）を無装着（表左側）と対比した結果を表８に示
す。
【０１０２】
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【表８】

【０１０３】
　ＳＹＳＴＯＬＩＣ（最高血圧）１６０ｍｍＨｇから１４８ｍｍＨｇに下がり、ＤＩＡＳ
ＴＯＬＩＣ（最低血圧）が１１１ｍｍＨｇから９３ｍｍＨｇに下がり、ＰＵＬＳＥ／ＭＩ
Ｎ（脈拍）が７９あったものが６７へ低下した。ＴＰ－ＫＳ（ＭＳＥＣ）（動脈効果指数
）は１４０から１０２に、ＰＲＰ（心筋負荷指数）が１２６４０から９９１６に低下し恒
常性の維持が確認された。これらの結果から遠赤外線放射物質，反磁性のない指輪は当然
ながら効果なく、そのいずれか一方では効果が少ない、遠赤外線物質，反磁性の両方を備
えることによって顕著な効果が得られた。
【０１０４】
　指輪の他の実施例を図４で説明する。磁性体物質は前述の素材でなる帯状板を螺旋状ほ
ぼ２巻（２巻弱）となしたものである。指輪１１は全長等間隔に穴１１ａを穿設してそこ
に遠赤外線物質１２を埋め込むものである。遠赤外線効果，反磁力効果は１巻きに比べて
増加する。
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【実施例３】
【０１０５】
　本発明のネックレスを図５にもとづき説明する。磁性体物質の素材は実施例１と同じで
ある。磁性体物質の細長い断面円弧の帯状板３１を螺旋１巻より少し長く（１巻強）形成
し、その開口端は一部輪の軸心方向に重なるような形状となる。ネックレスの円形の直径
または楕円形の長径は通常１００ｍｍ乃至２００ｍｍとする。両端を軸方向に段差をつけ
ることにより反磁性が大きくなる。本実施例では一端を球体３１ａに形成して、他端３１
ｃに向かって幅を徐々に広くした。この球体３１ａは装飾性を付加したものであるが必ず
しも必要はない。細長い板は横断面を湾曲して円弧を形成しており、前述の理由によりそ
のＲの値は５ｍｍ～２００ｍｍが望ましい。Ｒの小さいほうは１．５ｍｍでもよい。
【０１０６】
　本実施例では球３１ａを付けた端部から徐々に幅を広くした形態とし、他端から広幅部
のほぼ２／３において等間隔に穴３１ｂを穿設し、実施例１と同じ遠赤外線放射物質３２
を多数埋設したものである。なお、全円周を等幅として、全円周に等間隔で遠赤外線物質
を埋設することも自由である。そして形態を整えたうえ表面を磨き金属光沢が出るぴかぴ
かの状態にするほうが効果が上がり望ましいが、必ずしもピカピカにしなくても使えない
ことはない。そして必要により抗菌性を有するフッ素樹脂で被覆するものである。
【０１０７】
　このような形状の直径１５０ｍｍのネックレスに、
（Ｂ）遠赤外線放射物質有り、反磁性無
（Ｃ）遠赤外線放射物質無、反磁性有り（面がＲ１０ｍｍの円弧）
（Ｄ）遠赤外線放射物質と反磁性ともに無
（Ｅ）遠赤外線放射物質、反磁性ともに有り（面がＲ１０ｍｍの円弧）
　４種類のネックレスを装着した状態と、ネックレスをつけない状態Ａとを、実施例１と
同様の条件で頭部の４個所で脳波を測定し結果、その１０人の平均値を表９に示す。
【０１０８】
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【表９】

【０１０９】
　δ波は、無装着表９－Ａでは１０．９～１１．９％であるに対し、遠赤外線物質，反磁
性なしの表９－Ｄは１１．４～１２．５％でむしろ悪い方向にあるが誤差範囲である。遠
赤外線放射物質有りの表９－Ｂでは２０．２～２１．６％と約２倍に増加している。反磁
性有りの表９－Ｃでは１８．１～１９．３％で約７割増加している。この両者はそれぞれ
筋肉のリラックス化に有効である。遠赤外線放射物質，反磁性の双方を有する表９－Ｅで
は２３．０～２３．８％と２倍以上で相乗効果が認められ最も良い結果を示している。δ
波では全体的に顕著な効果があった。
【０１１０】
　θ波は、表９－Ａでは２４．９～２５．６％であるに対し、表９－Ｄでは２５．１～２
５．９％と変化は認められない。表９－Ｂでは２６．８～２７．５％で、表９－Ｃでは２
６．２～２６．７％と両方とも改善の方向にある。表９－Ｅでは３１．９～３２．９％と
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大幅な増加で遠赤外線と反磁力の相乗効果が認められ、筋肉のリラックス化に大いに効果
がある。θ波では改善の効果があった。
【０１１１】
　α１波は、表９－Ａでは１６．８～１７．６％にあるに対し、表９－Ｄでは１７．５～
１８．０％と誤差範囲である。表９－Ｂでは１７．３～１８．０％、表９－Ｃでは１７．
２～１８．０％と両方とも微増にとどまる。表９－Ｅでは２１．０～２１．９％と遠赤外
線と反磁力の相乗効果により確実に増加しており、筋肉のリラックス化に寄与している。
α１波は一応の効果があった。
【０１１２】
　α２波は、表９－Ａでは１７．４～１７．９％であるに対し、表９－Ｄでは１７．１～
１８．０％と誤差範囲で変化なし、表９－Ｂでは１４．３～１４．９％、表９－Ｃで１６
．１～１６．３％と減少は認められ、精神の昂奮を安らげる方向にある。表９－Ｅでは１
０．４～１０．９％と約６割方減少しており精神の昂奮状態を和らげるに効果がある。α
２波は一応の効果があった。
【０１１３】
　β１波は、表９－Ａでは１８．０～１８．３％であるに対し、表９－Ｄでは１６．９～
１７．１％と誤差範囲である。表９－Ｂでは１１．１～１１．９％、表９－Ｃでは１１．
０～１１．７％と約６割方減少しており、昂奮状態を和らげる効果がある。表９－Ｅでは
７．２～７．８％と遠赤外線と反磁力の相乗効果によって半分以下と大幅に低下し昂奮状
態の解消に寄与する。β１波は大きな効果があった。
【０１１４】
　β２波は、表９－Ａでは８．５～１０．７％であるに対し、表９－Ｄでは９．４～１０
．６％と変化なし、表９－Ｂでは７．１～９．０％、表９－Ｃでは９．０～１０．０％と
変化なし、表９－Ｅでは４．０～４．２％と遠赤外線と反磁力の相乗効果により半減して
昂奮状態の解消に寄与する。β２波は効果が認められた。
　このように遠赤外線放射物質または反磁性のみを有するネックレスでは大した効果は認
められないが、両方を有するものは相乗効果により顕著な効果が確認できた。
【０１１５】
　次にネックレスを装着して実施例１と同じ条件で両手の拇指丘に同様の装置により１０
人の筋肉のマイクロバイブレーションの推移を計測した結果殆ど同じであるのでその代表
的値を示す。右拇指丘の測定値を表１０に、左拇指丘での測定値を表１１に示す。
【０１１６】
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【表１０】

【０１１７】
〔右拇指丘にて計測〕
　表１０－Ａでは１０．１ヘルツであるに対し、表１０－Ｄでは１０．１ヘルツと変化な
し、表１０－Ｂでは７．７ヘルツ、表１０－Ｃでは８．２ヘルツと改善の傾向が認められ
る。表１０－Ｅでは４．５ヘルツと半減しており、遠赤外線と反磁力の相乗効果が顕著で
ある。
【０１１８】
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【表１１】

【０１１９】
〔左拇指丘にて計測〕
　表１１－Ａでは１０．０ヘルツであるに対し、表１１－Ｄでは１０．０ヘルツと変化な
し、表１１－Ｂでは７．３ヘルツ、表１１－Ｃでは８．３ヘルツと改善の傾向が認められ
る。表１１－Ｅでは４．３ヘルツと半減しており、遠赤外線と反磁力の相乗効果が顕著で
ある。
【０１２０】
　次にネックレスを装着しないときと、本発明の遠赤外線放射物質と反磁性を有するネッ
クレスを首に装着した２分後の１０人の血圧等を実施例１と同じ条件および計測器により
計測した結果の血行動態パラメータは大差が生じないので、その代表的値（表右側）無装
着（表左側）と対比した結果を表１２に示す。
【０１２１】
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【表１２】

【０１２２】
　ＳＹＳＴＯＬＩＣが２０４ｍｍＨｇであったものが１４６ｍｍＨｇに低下、ＤＩＡＳＴ
ＯＬＩＣが１０３ｍｍＨｇから９２ｍｍＨｇに低下した。ＰＵＬＳＥ／ＭＩＮが７８から
７１に低下した。ＴＰ－ＫＳ（ＭＳＥＣ）が６９から１８７に上昇し、ＰＲＰは１５９１
２から１０３６６に低下し、恒常性の維持力が確認された。依ってネックレスの上記実験
結果を総合すると遠赤外線放射物質または反磁性のみで効果が認められるものと、両方を
有するものは相乗効果によって顕著な効果を確認することができた。
【０１２３】
　以上の各データは本発明が形状で反磁力を出すことを目的としているので、ネックレス
が図５のように円形のものを装着した結果であるが、楕円形のものを使用した場合は場所
により反磁力の強度の変化が大きい。
　また、断面矩形の帯状体を用いたが、断面が円形または半円形または楕円形の磁性体物
質は即ち反磁性を有し湾曲形状，円弧，馬蹄形等とすることにより一層の効果が得られる
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【０１２４】
　さらにネックレスの他の実施例を図６にもとづき説明する。
　実施例１で用いた磁性体物質で形成された短冊片および以下に述べる各種小片をゴム，
紐等の不導体４０で輪状に接続したものである。
　短冊片３３は横断面３３ａがほぼ馬蹄形に形成されている。三日月片３４は横断面３４
ａが楕円形または玉子形に形成されている。Ｗ形片３５は横断面３５ａが円形に形成され
ている。象牙形片３６は横断面３６ａが円弧に形成されている。撞木片３７はやや湾曲し
横断面３７ａが円形に形成されている。Ｓ字状片３８は横断面３８ａが楕円形に形成され
ている。馬蹄形片３９Ａは横断面３９Ａａが半円形に形成されている。馬蹄形片３９Ｂは
横断面３９Ｂａが円形に形成されている。そして各片はそれぞれ両端部に穴が穿孔されて
いて不導体の紐４０により接続されている。
【０１２５】
　上記各片の横断面は円形，馬蹄形，玉子形，楕円形，円弧等のいずれかの曲面に形成さ
れることは自由である。このようなＲ部を有するように横断面を形成することにより、ま
た、小片の形状がＷ形，８形，三日月形，馬蹄形，象牙形等の円弧部の形成と相まって、
反磁性が発生されるものである。そして、全部同一種類のものを接続しても２，３種を混
合して接続しても良い。自由に変更しても差し支えない。横断面が円形，半円形，楕円形
（含玉子形）のものはその状態で反磁性を有し上記種々の形状に成形することにより反磁
性は強くなる。
　このように組み合わされたものは実施例３と同じ効果を有するものである。
　短冊片，撞木片等の輪状に接続したものはネックレス以外、ブレスレット，アンクレッ
トとすることも可能である。
【実施例４】
【０１２６】
　ブレスレットを図７にもとづき説明する。実施例１と同じ磁性体物質、例えば磁石に吸
引されるステンレスの帯状板を横断面に湾曲させて開口端を有する螺旋状の一巻強の輪４
１である。その円形の直径または楕円形としたときの長径は通常４０ｍｍ乃至７０ｍｍを
使用する。湾曲部のＲの数値および形状は実施例１と同じである。そして、全円周をほぼ
等分した位置に複数個の穴４１ａを穿設して、この穴４１ａに実施例１と同様の遠赤外線
放射物質４２を埋設する、或いは接合・付着させてもよい。そして装飾上・効率上から金
属光沢が出るまでぴかぴかに磨くのが望ましい。必要により抗菌性を有するフッ素樹脂で
被覆する。輪の直径，帯板の幅は任意に決定できる。
【０１２７】
　このように構成した直径５０ｍｍのブレスレットを１０名の両手首に装着し１０分後に
実施例１と同じ実験条件（但し面がＲ８ｍｍの円弧）、計測器、計測位置で脳波の状態を
計測した結果を表１３に示す。
【０１２８】
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【表１３】

【０１２９】
　δ波は、表１３－Ａでは９．４～９．８％であるに対し、表１３－Ｄでは１１．１～１
１．６％で増加は認められた。表１３－Ｂでは１８．７～１９．６％、表１３－Ｃでは１
８．３～１８．６％といずれも倍増しており、大きな効果が認められ、結構リラックス状
態になれる。表１３－Ｅでは２２．８～２３．６％と２．５倍も増加し、遠赤外線と反磁
力の相乗効果が顕著に現れ、非常に精神が安定する。δ波に関しては顕著な効果があった
。
【０１３０】
　θ波は、表１３－Ａでは２８．９～３０．４％であるに対し、表１３－Ｄでは２５．１
～２５．９％と減少し逆効果である。表１３－Ｂでは２９．８～２９．９％と特に変化と
ない。表１３－Ｃでは２６．２～２６．８％と減少し、むしろ逆効果である。表１３－Ｅ
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は期待している程ではなかった。
【０１３１】
　α１波は、表１３－Ａでは１６．５～１６．８％にあるに対し、表１３－Ｄでは１６．
４～１６．９％と変化なし。表１３－Ｂでは１６．３～１６．７％、表１３－Ｃでは１６
．２～１７．２％と変化なし。表１３－Ｅでは１５．８～１５．９％と微減で特に効果が
あるとはいい難い。α１波に関しては効果が認められなかった。
【０１３２】
　α２波は、表１３－Ａでは１６．５～１６．７％であるに対し、表１３－Ｄでは１７．
２～１７．４％と効果は確認できなかった。表１３－Ｂでは１３．７～１４．２％、表１
３－Ｃで１５．２～１５．９％と微減である。表１３－Ｅでは１３．４～１３．７％と１
／４減少し、精神の昂奮状態を緩和される。α２波に関しては一応の効果は認められた。
　
【０１３３】
　β１波は、表１３－Ａでは１４．２～１４．９％であるに対し、表１３－Ｄでは１６．
０～１６．７％と逆効果であった。表１３－Ｂでは１２．２～１３．０％、表１３－Ｃで
は１２．３～１２．６％と微減しており、表１３－Ｅでは１０．４～１１．２％と多少の
効果が得られる。β１波に関しては一応の効果は認められた。
【０１３４】
　β２波は、表１３－Ａでは１２．０～１２．７％であるに対し、表１３－Ｄでは１１．
６～１２．９％と誤差範囲にある。表１３－Ｂでは７．４～８．０％、表１３－Ｃでは９
．４～１０．２％と減少しており、効果を認めることができた。表１３－Ｅでは４．９～
５．２％と半分以下に減少した相乗効果が顕著に認められた昂奮状体が緩和される。依っ
て、δ波，β２波では遠赤外線物質または反磁性を有するものに効果が確認できた。遠赤
外線物質と反磁性を有する素材では相乗効果により顕著な効果を確認することができた。
【０１３５】
　次に両手首にブレスレットを装着して実施例１と同様な条件で実施権し両手の拇指丘に
て筋肉のマイクロバイブレーションの推移を計測し１０人の測定結果は殆ど同じであるの
でその代表的値を表１４〔右拇指丘〕、表１５〔左拇指丘〕に示す。
【０１３６】
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【表１４】

【０１３７】
〔右拇指丘にて計測〕
　表１4 －Ａでは９．９ヘルツであるに対し、表１４－Ｄは９．９ヘルツと変化なし、表
１４－Ｂでは７．６１ヘルツ、表１４－Ｃでは８．０ヘルツと微減であるもＢの方が僅か
に小さい。表１４－Ｅでは５．０ヘルツと約半分に減少され相乗効果が認められ、リラッ
クスできた。
【０１３８】
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【表１５】

【０１３９】
〔左拇指丘にて計測〕
　表１５－Ａでは９．６ヘルツであるに対し、表１５－Ｄは９．６ヘルツと変化なし、表
１５－Ｂでは７．５ヘルツ、表１５－Ｃでは８．７ヘルツと微減であった。表１５－Ｅで
は５．１ヘルツと四割小さく相乗効果が現れている。依って遠赤外線物質，反磁性の何れ
かを有するもので効果は認められるもので、両方を有するものは相乗効果により顕著な効
果が確認できた。
【０１４０】
　次に遠赤外線放射物質，反磁性を有する本発明のブレスレットを装着し実施例１と同じ
機器を用いて１分後の１０人の血圧等を計測した結果の血行動態パラメータは大差が生じ
ないので、その代表的値（表右側）を無装着（表左側）と対比した結果を表１６に示す。
【０１４１】
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【表１６】

【０１４２】
　ＳＹＳＴＯＬＩＣが１７０ｍｍＨｇであったものが１５８ｍｍＨｇになり、ＤＩＡＳＴ
ＯＬＩＣが１０７ｍｍＨｇから９９ｍｍＨｇになった。ＰＵＬＳＥ／ＭＩＮが８０から７
３に低下し、ＴＰ－ＫＳ（ＭＳＥＣ）が１０３から１４０に上昇し、ＰＲＰは１３６００
から１１５３４に低下し恒常性の維持力が確認された。以上の結果、総合すると何れの計
測値において遠赤外線物質または反磁性をもたせたものは一応効果は認められる。遠赤外
線放射物質，反磁性の両方を有するものは相乗効果により顕著な効果が確認され、精神は
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安定化リラックスでき昂奮状態を治めることができる。
【０１４３】
　以上の各データは本発明が形状によって反磁力を出すことを目的としているので、ブレ
スレットは図７に示す円形のものを装着した結果であるが、楕円形とした場合は場所によ
り反磁力の強度の変化が大きい。
　また、断面矩形の帯状体を用いたが、断面円形または半円形または楕円形の磁性体物質
そのものは既に反磁性を有し湾曲，円，馬蹄形とすることにより反磁性は強くなる。
　さらにネックレスの他の実施例を図６に示す。
【実施例５】
【０１４４】
　図７に示すブレスレットと同じ形状のものをアンクレットとして使用する。アンクレッ
トが円形のときの直径または楕円形とした場合は長径が通常８０ｍｍ乃至１２０ｍｍであ
る。直径９０ｍｍのアンクレットを両足首に装着して実施例１と同じ条件で脳波を計測し
たときの１０人の平均値を表１７に示す。
【０１４５】
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【表１７】

【０１４６】
　δ波は、表１７－Ａでは１０．０～１０．９％であるに対し、表１７－Ｄは１１．２～
１１．８％で微増した。表１７－Ｂでは１９．２～１９．６％と２倍近くに大きな効果が
認められる。表１７－Ｃでは１４．５～１５．７％と約５割の増加が認められる。表１７
－Ｅでは２２．４～２２．９％と２倍強の増加となり、遠赤外線放射と反磁力の相乗効果
が顕著でリラックス化に寄与する。δ波に関しては顕著な効果があった。
【０１４７】
　θ波は、表１７－Ａでは２８．８～３０．０％であるに対し、表１７－Ｄでは２５．４
～２６．０％と減少し逆効果である。表１７－Ｂでは２７．９～２８．４％、表１７－Ｃ
では２８．８～２９．９％と微減で逆効果である。表１７－Ｅでは２５．９～２６．９％
と減少で逆効果であった。θ波に関しては装着はむしろ有害である。
【０１４８】
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　α１波は、表１７－Ａでは１６．２～１６．８％にあるに対し、表１７－Ｄでは１６．
２～１６．９％で変化なし。表１７－Ｂでは１９．４～２０．２％、表１７－Ｃでは２０
．２～２０．６％で３割増加し安定化傾向にある。表１７－Ｅでは２２．１～２２．７％
と４割の増加が認められ安定化に寄与する。α１波に関しては一応の効果は認めらる。
【０１４９】
　α２波は、表１７－Ａでは１７．０～１７．９％であるに対し、表１７－Ｄでは１７．
０～１７．５％と変化なし、表１７－Ｂでは１３．２～１３．９％、表１７－Ｃでは１３
．０～１４．１％と表１７－Ｂ，表２１－Ｃとも約２．５割減少し昂奮状態を治める傾向
にある。表１７－Ｅでは１３．１～１３．６％と表１７－Ｂ，表１７－Ｃと変わりなし。
α２波に関しては一応の効果は認められた。
【０１５０】
　β１波は、表１７－Ａでは１５．５％であるに対し、表１７－Ｄでは１６．２～１６．
９％と増加逆効果を示す。表１７－Ｂでは１０．３～１１．６％、表１７－Ｃでは１２．
１～１２．４％と減少が認められ改善方向にある。表２１－Ｅでは８．０～８．７％と遠
赤外線と反磁力との相乗効果により４割方減少し昂奮状態の安定化に寄与する。β１波に
関してはまあまあの効果が認められた。
【０１５１】
　β２波は、表１７－Ａでは１０．０～１０．７％であるに対し、表１７－Ｄでは１１．
１～１３．２％と増加逆効果である。表１７－Ｂでは７．２～８．４％、表１７－Ｃでは
８．９～９．５％と微減で昂奮状態を沈静化に向かう。表１７－Ｅでは６．２～６．５％
で遠赤外線放射と反磁力の相乗効果により４割方減少した。β２波に関してはまあまあの
効果はあった。しかし総合的に判断すると上述の他の製品より効果は劣る。
【０１５２】
　次にアンクレットを両足首に装着したときの筋肉のマイクロバイブレーションの推移を
ほぼ実施例１と同じ条件にて実験し、両手の拇指丘にて１０人の計測した結果殆ど同じで
あるのでその代表的値を表１８〔右拇指丘〕，表１９〔左拇指丘〕に示す。
【０１５３】
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【表１８】

【０１５４】
〔右拇指丘にて計測〕
　表１８－Ａでは１０．１ヘルツであるに対し、表１８－Ｄは１０．０ヘルツと変化なし
、表１８－Ｂでは９．２ヘルツ、表２２－Ｃでは９．４ヘルツと微減され改善の兆しが見
える。表１８－Ｅでは８．３ヘルツと更に改善が認められる。
【０１５５】
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【表１９】

【０１５６】
〔左拇指丘にて計測〕
　表１９－Ａでは１０．０ヘルツであるに対し、表１９－Ｄは１０．０ヘルツと変化なし
、表１９－Ｂでは９．２ヘルツ、表１９－Ｃでは９．４ヘルツと僅かの改善が認められる
。表１９－Ｅでは８．２ヘルツと更に改善が認められ。総合してアンクレットは安定化に
寄与すると言えども他の製品に比べて効果は少ない。
【０１５７】
　次に実施例１と同じ条件にて実験した本発明のアンクレットを両足首に装着した８分後
の血圧等を計測した結果の血行動態パラメータは大差が生じないので、その代表的値（表
右側）を無装着（表左側）と対比した結果を表２０に示す。ＳＹＳＴＯＬＩＣの１６８ｍ
ｍＨｇが変化せず、ＤＩＡＳＴＯＬＩＣが１２８ｍｍＨｇから１２０ｍｍＨｇになりＰＵ
ＬＳＥ／ＭＩＮが７０から７２に上昇し、ＴＰ－ＫＳ（ＭＳＥＣ）が８１から９３に上昇
し、ＰＲＰは１１７６０から１２０９６に上昇し顕著な恒常性の維持力は確認されなった
。
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【０１５８】
【表２０】

【０１５９】
　なお、以上のデータは本発明が形状で反磁力を出すことを目的としているので、アンク
レットが図６のように円形のものを装着した結果であるが、楕円形のものを使用した場合
は場所により反磁力の強度の変化が大きい。
　ブレッスレット，アンクレットの形を大径として腰に装着する場合は通常直径２５０乃
至３５０ｍｍの大きさとなり，上記と同等の効果がある。
【０１６０】
　また、断面矩形の帯状体を用いたが、断面円形または半円形または楕円形の磁性体物質
のものはその状態で既に反磁性を有し上記種々の形状に成形することにより反磁性は強く
なる。ブレスレッド，アンクレットを大径として腰に装着する場合は通常直径２５０ｍｍ
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【産業上の利用可能性】
【０１６１】
　常人が、遠赤外線放射物質を埋設・付着し保持力の小さい磁性体物質で形成した本発明
の身体装着用の健康用品を少なくとも１種を、イヤリングを耳介のツボに、指輪を指に、
ネックレスを首に、ブレスレットを手首、アンクレットを足首に装着、身体のツボまたは
身体の患部に当てることにより血行を良くし、δ波を増大し、筋肉のマイクロバイブレー
ションの周波数を下げ血圧を正常化へと導くことができる。したがって一般の人々が容易
に精神を安定化してリラックスでき、緊張が緩和され健康増進に寄与する。
【図面の簡単な説明】
【０１６２】
【図１】耳介のツボを示した図である。
【図２】本発明のイヤリングを示す図である（実施例１）。ａは正面図、ｂは縦方向中央
断面図、ｃはＦ矢視図、ｄはＧ矢視図である。
【図３】本発明の一重螺旋の指輪の図である（実施例２）。ａは正面図、ｂは平面図であ
る。
【図４】本発明の二巻螺旋の指輪を示す斜視図である（実施例２）。
【図５】本発明のネックレスを示す図である（実施例３）。ａは正面図、ｂは平面図であ
る。
【図６】本発明のネックレスの他の実施例で、帯状板の短冊片または各種形状の小片を不
導体で接続したネックレスを示す図で、Ａは平面図、Ｂは短冊片３３の横断面、Ｃは三日
月片３４の横断面、ＤはＷ形片３５の横断面、Ｅは象牙形片３６の横断面、Ｆは撞木片３
７の横断面、ＧはＳ字状片３８の横断面、Ｈは馬蹄形片３９Ａの横断面、Ｊは馬蹄形片３
９Ｂの横断面である。
【図７】本発明のブレスレットまたはアンクレットである（実施例４，５）。ａは正面図
、ｂは中心線断面図である。
【図８】ステンレス鋼の非磁性と耐食性の関係を示す図である。
【図９】海藻灰の遠赤外線放射グラフである。
【符号の説明】
【０１６３】
　　　１　耳介　　　　　　イ　耳尖
　　　２　イヤリング　　　ロ　神門
　　　３，１２，２２，３２，４２　遠赤外線放射物質
　　　１１　指輪
　　　３１　ネックレス
　　　４１　ブレスレット，アンクレット
　　　Ｂ３３　短冊片
　　　Ｃ３４　三日月片
　　　Ｄ３５　Ｗ形片
　　　Ｅ３６　象牙形片
　　　Ｆ３７　撞木片
　　　Ｇ３８　Ｓ字状片
　　　Ｈ３９Ａ　馬蹄形片
　　　Ｊ３９Ｂ　馬蹄形片



(41) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図１】



(42) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図２】



(43) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図３】



(44) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図４】



(45) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図５】



(46) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図６】



(47) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図７】



(48) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図８】



(49) JP 4443201 B2 2010.3.31

【図９】



(50) JP 4443201 B2 2010.3.31

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ４４Ｃ  25/00     (2006.01)           Ａ４４Ｃ   7/00    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ａ４４Ｃ   9/00    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ａ４４Ｃ  25/00    　　　Ａ          　　　　　

(72)発明者  堀　　智子
            三重県四日市市泊町９番４号
(72)発明者  堀　　綾花
            三重県四日市市泊町７番６号
(72)発明者  五十嵐　郷子
            三重県鈴鹿市長太旭町四丁目６－２０　コープ野村８０２
(72)発明者  堀口　輝美
            三重県四日市市智積町３０００－１
(72)発明者  春日部　浩二
            三重県四日市市泊町１２番２３号

    審査官  武山　敦史

(56)参考文献  特開２００３－０５２８３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２４４０１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－１０３４８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３０００１９６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              登録実用新案第３０３４６７３（ＪＰ，Ｕ）　　　
              登録実用新案第３０３２９０１（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｎ　　　２／００－　２／１２　　　　
              Ａ４４Ｃ　　　１／００－２５／００　　　　
              Ａ６１Ｈ　　３９／００－３９／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

